
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の決算や財政状況に  

ついて、分かりやすく  

説明します。  

決算とは    ――――――   ３  P 

決算の種類や規模  ――――   ４  P 

収入の種類と金額  ――――   ６  P 

支出の種類と金額  ――――  １０  P 

決算を家計に例えると  ――  １３  P 

決算の他団体との比較  ――  １４  P 

市の借金と貯金  ―――――  １６  P 

各種財政指標   ―――――  １８  P 

行財政改革の取組み  ―――  ２１  P 

身近な行政サービスの費用－  ２４  P 

主な事業と決算額   －――  ２７  P 
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『『 館館 山山 市市 のの 台台 所所 事事 情情 』』 発発 行行 にに ああ たた りり   

 

こ の『 館 山 市 の 台 所 事 情 』は 、平 成 20 年 度 決 算 か ら 、多 く の 市 民 の

方 々 に「 館 山 市 の 財 政 状 況 」や「 税 金 の 使 わ れ 方 」に つ い て 理 解 を 深 め

て も ら い た い と い う 思 い か ら 作 成 し て い ま す 。  

今 回 は 、“身 近 な 行 政 サ ー ビ ス に ど の 程 度 の 経 費 が か か っ て い る の か ”

を 知 っ て も ら う た め 、新 た に「 行 政 サ ー ビ ス の 費 用 負 担 」と い う 特 集 記

事 を 追 加 し ま し た 。例 え ば 、“可 燃 ご み １ 袋 の 処 理 経 費 は 幾 ら ぐ ら い と な

り 、 そ の 費 用 は 誰 が 負 担 し て い る の か ？ ”な ど 、 皆 さ ま の 日 常 生 活 に 必

要 不 可 欠 な 事 に 、幾 ら ぐ ら い の 税 金 が か か っ て い る の か を 数 値 化 し て み

ま し た 。  

市 の 行 政 サ ー ビ ス を 充 実 し た い こ と は 、 た く さ ん あ り ま す 。 し か し 、

国・地 方 と も 、長 引 く 景 気 低 迷 に よ る 税 収 の 伸 び 悩 み や 、高 齢 化 の 進 展

な ど に 伴 う 社 会 保 障 関 係 経 費 の 増 大 、生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ る 地 域 経

済 の 活 力 低 下 な ど 、非 常 に 厳 し い 財 政 状 況 に あ り 、限 ら れ た 財 源 の な か

で 、 よ り 効 率 的 な 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

“効 率 的 な 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に は ど う す れ ば 良 い の か ”を

議 論 す る た め に も 、市 民 の 皆 さ ま に 、現 状 の 税 金 の 使 わ れ 方 や 財 政 状 態

を 理 解 し て い た だ き 、 今 ま で 以 上 に 市 政 に 関 心 を も っ て も ら え る よ う 、

こ の 『 館 山 市 の 台 所 事 情 』 が そ の 一 助 と な れ ば と 思 い ま す 。  

「 こ こ が わ か り に く い 」「 こ の 分 野 を も っ と 知 り た い 」 な ど 、 た く さ

ん の ご 意 見 や ご 質 問 を い た だ け る と 次  

回 以 降 の 改 善 に 大 き く 役 立 ち ま す の で 、  

皆 さ ま か ら の ご 意 見 を お 待 ち し て お り  

ま す 。  

 

平 成 ２ ５ 年  ９ 月  

館 山 市 長  金 丸  謙 一  
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決算とは何ですか？  

○Ａ  館山市に１年間（４月から翌年の３月まで）に

入ってきた収入と，その収入を  

何のために使ったのか（支出）  

の実績を，市議会・市民の皆さ  

まに明らかにすることが決算で  

す。  

決算は６月から７月にかけて  

 取りまとめを行い，例年９月の  

 議会にて審議されます。  

決算にはどんな意味があるの？  

○Ａ  予算は，年間の行政サービスの予定であるのに対し，決算は行

政サービスの実施結果ですので，市民の皆さんが実際の生活体験

から得た行政サービスが金額として公表されたものです。  

したがって，決算の内容に対する市民の  

皆さんの率直な意見が，行政サービスをよ  

り一層効率的・民主的なものに変え，住民  

福祉の向上につながると考えられます。  

 また，決算では，年間収支（収入総額－支出総額）により，ど

の程度の剰余金（民間企業での黒字額）が出たのか，  

市の借金や貯金額はどの程度なのか，他の市町村  

と比較し財政状態はどのようになっているのか，  

などが分かります。  

▼ 予 算 

決算の対義語は予算です。予算とは、

１年間の収入を見積もり、どのような事

業にどれくらい使う予定（行政サービス

の内容）であるのかを示した計画のこと

であり、予算に基づく執行結果が決算と

なります。 

関連用語 

次ページ以降で、市の財政状況

について説明していきます。 

難しい言葉も出てきますが、分

かり易いよう、イラストやグラフ

を使い工夫してみましたので、最

後までご覧になって下さい。 
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 どんな会計があるの？  

○Ａ  市の会計は，どの収入がど

んなことに使われるか，収入

と支出の関係をはっきりさせ

るため，一般会計と特別会計

に区分しています。  

▼ 一般会計 

教育、福祉、道路整備など市の基本的な行政サ

ービスを行う会計（予算の中心）です。 

▼ 特別会計 

国民健康保険税や下水道使用料など、特定の収

入で、特定の事業を行う場合に設ける会計です。 

用語解説 

特別会計の  

中身を教えて？  

○Ａ  館山市では，以下４つの特別会計があります。  

▼ 国民健康保険会計 

国民健康保険加入者の疾病、負傷、出産などの費用の一部を負担します。

加入者の皆さまの国民健康保険税などを財源としています。 

▼ 後期高齢者医療会計 

後期高齢者医療制度に基づき、保険料の徴収・届出受付などの事務を行

っています。保険料の賦課・医療の費用負担などは、千葉県後期高齢者医

療広域連合が行っています。 

▼ 介護保険会計 

 介護を必要とする人へ、各種介護サービスを行っています。介護保険料

と国・県・市の負担金で運営されています。 

▼ 下水道事業会計 

 下水道使用料、受益者負担金及び一般会計からの繰入金などを財源と

し、鏡ヶ浦クリーンセンターの維持管理、下水管整備 

などを行っています。 
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 平成２４年度決算額は？  

○Ａ  一般会計と特別会計の決算額は以下のとおりです。  

ここ数年の決算額の推移は、どうなっているの？  

歳 入 歳 出 差 引 額

181億4,015万円 171億2,574万円 10億1,441万円

国 民 健 康 保 険 69億6,118万円 67億3,877万円 2億2,241万円

後 期 高 齢 者 医 療 5億8,674万円 5億8,540万円 134万円

介 護 保 険 46億9,441万円 45億7,296万円 1億2,145万円

下 水 道 事 業 7億7,529万円 7億4,464万円 3,065万円

小 計 （ 特 別 会 計 ） 130億1,762万円 126億4,177万円 3億7,585万円

311億5,777万円 297億6,751万円 13億9,026万円

会 計 名

一 般 会 計

特

別

会

計

合 計

155.1

161.2

148.0

178.4 181.1
175.9

181.4

154.4

166.9

155.8
162.7

143.8
148.6

154.2

171.7 171.4
165.7

171.3

150.0
150.6

118.4

161.0

153.2

149.8
146.1

143.1

116.9 115.6

121.2
126.4

67.4
64.662.163.061.662.759.8

51.8
49.449.8

45.7
42.240.339.537.636.3

33.634.732.930.5

7.48.27.58.67.99.07.68.79.89.7

0

40
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160

200

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

■ 一般会計
　 歳出総額

◆ 一般会計
　 歳入総額

× 特別会計
　 歳出総額

○ 国民健康
　 保険会計

◇ 介護保険
　 会計

△ 下水道
　 事業会計

（ 主な特別会計の歳出決算額内訳 ）

▼ 一般会計・特別会計の決算額の推移（過去１０年間）

単位（億円）

国による経済対策や

児童手当制度改正な

どでの増

老人保健制度から後期高齢者医療制

度への変更による減

国民健康保険・介護保険会計は、

年々決算額が増加しています。
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市　税

使用料・
手数料その他の

自主財源
地方交付税

国庫
支出金

県支出金

市　債

その他の依存財源

60億
 6,213万円
　 （33.4%）

　4億6,582万円
　　　（2.6%）

　18億1,535万円
　（10.0%）

　9億3,969万円（5.2%）

　38億1,406万円
　　　　（21.0%）

　17億9,240万円
　　　（9.9%）

　11億1,162万円
　　　（6.1%）

　21億3,908万円
　　　（11.8%）

自主

財源

46.0％

依存

財源

54.0％

歳　入
181億

　4,015万円

〔 市税内訳 〕

　市　民　税　25億1,039万円

　固定資産税　24億8,088万円

　都市計画税　 4億9,950万円

　市たばこ税　 4億3,487万円

　軽自動車税　 1億1,005万円

　入　湯　税　　  2,644万円

 
収入の種類と金額を教えて？  

○Ａ  一般会計の歳入決算額は以下のとおりです。  

 

項 目 説  明 具 体 例 

市  税 皆さまから市に納めていただいた税金です。 ８ページ参照 

使 用 料 

手 数 料 

市の施設利用や証明書類の発行時にいただいているお

金です。 

公民館使用料 

住民票発行手数料など 

そ の 他 の 

自 主 財 源 

特定事業に必要な経費の一部を負担金として納めてい

ただくお金や前年度決算における剰余金などです。 

保育園の保育料 

がん検診徴収金 

繰越金など 

地 方 交 付 税 
全国の地方公共団体が、一定レベルの行政サービスが

出来るよう国から交付されるお金です。 
 

国 庫 支 出 金 

県 支 出 金 

特定事業の経費の一部として、国や千葉県から交付さ

れるお金です。 

児童手当負担金 

選挙費用委託金など 

市  債 
公共施設（道路や学校など）の建設や改修をする際な

どに国や銀行などから借りるお金です。 
 

そ の 他 の 

依 存 財 源 

皆さまが国や県に納めた税金の一部が、地方に譲与さ

れるお金などです。 

地方消費税交付金 

地方譲与税など 

 

各 収 入 の

説明です 
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 自主財源・依存財源とはどういう意味なの？  

○Ａ  自主財源とは，市が自主的に調達できる収入のことです。家計に例えると，

給与や臨時収入，貯金の取崩しにあたります。 

  一方，依存財源とは，国・県から交付される収入や，市債（借金）収入な

どのことで，家計に例えると，親や親類などからの援助や， 

生活ローンにあたります。 

  自主財源の比率が 

高いほど，財政が安 

定し自主的な財政運 

営ができると言えま 

す。 

 

▼ 各団体の自主財源比率 

館山市   ･･･ ４６．０％ 

県内市平均 ･･･ ５４．０％ 

県内類似団体（※）平均 ･･･ ４３．２％ 

南房総市  ･･･ ２９．１％ 

鴨川市   ･･･ ４２．１％ 

※ 類似団体の説明は１４ページを参照して下さい。 

（ 館山市はＨ２４決算、館山市以外の数値は 

Ｈ２３決算数値を引用しています ） 

参考情報 

どうして借金（市債の借入）をするの？  

 ○Ａ  市では，道路や学校など公共施設を整備するときに，国や銀行からお金を

借りています。理由は大きく２つあります。 

１点目に，公共施設の整備には多額の費用がかかるため，１度に支出する

には負担が大きいためです。借入により分割で返済することによって，その

年の支出を少なくすることができ，他の事業にも取組むことができるからで

す。家計に例えると住宅ローンにあたります。 

２点目に，将来にわたり利用される公共施設は，整備した年に住んでいる

人だけが負担するのではなく，将来住む人にも 

その借金の返済を負担して 

いただくことで，市民の皆 

さまの負担を公平にできる 

ためです。 

 

後ろの１６ページで、 

市の借金（市債）残高や、

貯金（基金）の状況につい

て説明しています。 

ご覧になって下さい。 
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市税収入について、詳しく教えて下さい。  

 ○Ａ  市民の皆さまが，直接館山市に納めていただく税金は，合計７種類あります。

詳しい説明は以下のとおりです。 

項 目 説  明 種 類 

個 人 市 民 税 
市民の皆さまから、給与などの所得を基準に納めていただく税金

です。 
普通税 

法 人 市 民 税 
市内に事業所などを有する会社が、収益などを基準に納める税金

です。 
普通税 

固 定 資 産 税 
市内に土地・家屋および償却資産を所有している方が、その固定

資産の価格をもとに算定される税額を納めていただく税金です。 
普通税 

市 た ば こ 税 

たばこの製造業者や卸売販売業者などが、市内の小売販売業者に

売り渡した「たばこ」に対して課されるものです。皆さまが購入

するたばこの代金の中に税金が含まれています。 

普通税 

軽 自 動 車 税 
軽自動車や原動機付自転車などを所有している人に、納めていた

だく税金です。 
普通税 

都 市 計 画 税 
都市計画法による都市計画区域内（館山市は市内全域が指定）に

ある土地・家屋に対してかかる税金です。 
目的税 

入 湯 税 鉱泉浴場における入浴に対し課税されます。 目的税 

 

都市計画税と入湯税は目的税といわれ、 

使いみちが定められている税金です。 

都市計画税は、都市計画法に基づく都市 

計画事業に要する費用に使うこととされ、 

平成 24 年度は、船形館山港線道路整備事業 

（仮称：船形バイパス）や公共下水道整備事業、 

過去に実施した都市計画事業（市道青柳大賀線など）の

市債返済費用などに充てられました。 

 入湯税は、観光振興事業や消防施設整備などに要する

費用に使うこととされ、観光イベントや消防車両の購入

費用などに充てられました。 

目 的 税 の 

使 い み ち 

4億9,950万円
　　（8.3％）

入湯税
2,644万円（0.4％）

軽自動車税
　1億1,005万円
　　（1.8％）

4億3,487万円
　（7.2％）

固定資産税

24億8,088万円
　　（40.9％）

4億 688万円
　　　（6.7％）

個人市民税

 　21億 351万円
　　　　（34.7％）

都市
　計画税

市たばこ税

法人
　市民税

市税決算総額

　60億6,213万円
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歳入決算の推移はどうなっているの？  

特徴と傾向を

説明します 

市税収入は、平成１９年の税制改正により増加しましたが、

その後は、長引く景気低迷や生産人口の減少などにより落ち込んでいます。 

地方交付税は、国の交付税総額に左右され年度間の変動がありますが、近年

は増加傾向にあります。 

国・県支出金は、国の制度改正や市の実施事業に関連し、年度間の変動が大

きくなりますが、近年は、国の経済対策や児童手当制度改正などにより増加し

ています。 

平成 19～21 年度においては、貯金の取崩し（※ 財政調整基金繰入金）が

多くなりましたが、平成 22 年決算以降は、 

貯金の取崩を行わず、その年の収入で支出を 

賄うことが出来ました。 
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◆ 市 税

△ 自主財源
　比率（％）

● 地方
　　 交付税

▲ 国・県
　　 支出金

＊ 市 債

□ 繰入金

（単位：億円）
▼ 歳 入 決 算 額 の 推 移 （ 過 去 １ ０ 年 間 ）

国による経済対策

や児童手当制度改

正などでの増

税制改正による増

（個人市民税税率）

国の三位一体改

革による交付税

総額の減

交付税の減少などにより、

基金取崩し（繰入金）が増

国の交付税

総額の回復

による増

各種防災対

策事業の実

施による増
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そ の 他

消防費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

民 生 費

　　59億2,693万円
　　　　　（34.6%）

　19億6,557万円
　　（11.5%）

衛 生 費
　17億5,293万円
　　　　（10.2%）

19億 602万円
　 （11.1%）

19億5,760万円
　　（11.4%）

12億 530万円
　　（7.0%）

9億 87万円
　（5.3%）

15億1,052万円
　　　（8.9%）

歳　出

171億

　2,574万円

 
どんなことに  

使われたの？  

目的名称 具  体  例 

民 生 費 
福祉の推進のため 

（生活保護、障害・介護、子育て関連経費など） 

公 債 費 市債借入金の返済費用（元金・利息） 

教 育 費 
教育（学校整備や給食事業など）、 

文化振興（博物館運営など）、スポーツ振興など 

総 務 費 
防災関連（防災行政無線整備など）、 

地区コミュニティ費用・その他一般的な事務費用 

衛 生 費 
清掃関連（ごみ処理経費）、 

医療関連（予防接種など）、上水道整備費用など 

土 木 費 
道路・橋梁・河川整備や 

下水道整備事業に対する繰出金など 

消 防 費 救急救命や消防活動事業など 

そ の 他 
農業・水産業・観光業・商工業の振興や 

災害関連経費、議会経費など 

 

私たちの税金は、こ

んな用途に使われ

ているのね 
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繰 出 金
　22億2,584万円
　　　（13.0%）

投 資 的 経 費
  19億8,492万円
　　　　（11.6%）

補 助 費
 17億1,081万円
　　（10.0%）

物 件 費

22億4,796万円
　　（13.1%）

公 債 費
 19億6,557万円
　　（11.5%）

扶 助 費

33億4,388万円
　　（19.5%）

人 件 費

29億8,760万円
　　　（17.4%）

　歳　出

 171億

　2,574万円

積 立 金
　4億5,210万円
　　　（2.6%）

そ の 他
　2億 706万円
　　　（1.2%）

市職員の人件費などは、どのくらいなの？  

性 質 名 称 説 明 ・ 具 体 例 

人 件 費 
市長や市議会議員、市職員の給料・手当、各種委員や 

消防団員への報酬などの費用 

扶 助 費 
生活困窮者や障害者、子育てなどの生活をサポートするための費用 

（生活保護費、障害者・乳幼児医療費、児童手当など） 

公 債 費 借金（市債）の返済費用（元金・利息） 

物 件 費 
光熱水費、事務用機器のリース代、消耗品購入費、 

業務委託費用、非常勤職員の賃金など消費的な性質をもつ経費 

補 助 費 

各種団体活動への補助金（老人クラブ補助・観光 

団体補助など）や、各種連合組織への負担金（安 

房郡市広域市町村圏事務組合）などの費用 

投 資 的 経 費 
道路・学校などの公共施設の改修費用や災害による施設復旧費用など、

将来も資産となって残るものに対する支出 

繰 出 金 
特別会計（国保・介護など）の運営を補うため、 

一般会計から支出する経費 

積 立 金 基金（財政調整基金など）への積立費用 

そ の 他 施設の維持補修費や他団体への貸付金・出資金など 

 

支出は前ページで説明し

た「目的別」のほか、使い

方の「性質別」で表すこと

ができます。 

右図は、平成２４年度 

「性質別」の決算額です。 



 - 12 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
歳出決算の推移はどうなっているの？  

特徴と傾向を

説明します 

人件費は、職員数の削減や職員給与の減額（3～5％）、各

種手当の廃止・削減などにより、右肩下がりで減少しています。 

 扶助費は、生活保護費や障害・介護などの福祉関係費用、児童手当の制度

改正などにより、右肩上がりで増加し、平成 22 年度からは市の性質別歳出

の中で、一番多額の支出となっています。 

 物件費・補助費は、市の事業を民間委託事業へ移行したことや国の経済対

策に伴う雇用対策事業などの増加により、近年増加傾向にあります。 

 繰出金は、高齢者人口の増加などに伴う介護保険の給付費増加などにより、

増加傾向となっています。 

 このように、年々増加する扶助費や繰出金などの社会保障関係経費を、人

件費の削減で対処している状況が見て取れます。 

29.9
30.830.9

33.1
34.2

35.4
36.5

38.3
39.2

38.5

33.4
32.130.9

25.6

23.7
23.3

21.922.1
21.3

18.5
19.719.719.719.6

19.619.9

20.3

28.5

19.7

20.3

39.6
41.0

42.0

50.0

36.535.6

33.4
35.335.1

34.0

18.8 19.6
20.2 19.0 19.0

19.6

21.9 22.1 22.3

19.7 19.8

9.3

20.4
20.4

16.7

13.7

11.2
12.6

16.918.2

0

10

20

30

40

50

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

▲ 人件費

● 扶助費

△ 公債費

□ 物件費
　 補助費

◆ 繰出金

（単位：億円）
▼ 歳 出 決 算 額 の 推 移 （ 過 去 １ ０ 年 間 ※ 性 質 別 ）

国による経済対

策事業（定額給

付金や雇用対策

事業）での増
市職員数の削減や給与・手当

などの減額などによる減

＊ 投資的
　 経費

生活保護費や障害・介護な

どの福祉関連経費の増

国による経済対策事

業（公共事業）での

増



 - 13 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 収 入 》 

 

 給与         11.5 万円 

   世帯主 給与    8.4 万円 

   （市税収入） 

   パート 収入    3.1 万円 

   （使用料など） 

 

 貯金の取崩し       － 万円 

  （基金繰入金） 

 親からの援助      11.0 万円 

  （地方交付税や国県支出金など） 

 銀行からの借入     2.5 万円 

 

 

 （ 合 計 ）    25 万円 

《 支 出 》 

 

 食費（人件費）       4.1 万円 

 医療費・介護費（扶助費） 4.6 万円 

 ローンの返済（公債費）  2.7 万円 

 光熱水費・消耗品購入   3.1 万円 

 （物件費） 

 地区会費やサークル活動費 2.4 万円 

（補助費） 

家のリフォーム費用    2.7 万円 

（投資的経費） 

子どもへ仕送り（繰出金） 3.1 万円 

貯蓄や知人への貸付費用  0.9 万円 

（その他） 

（ 合 計 ） 23 万 6 千円 

一般会計決算（歳入）を 

家族の総収入 300 万円 

（１ヶ月 25 万円）の 

家計に例えて説明します 

―― たてやま家の 1 年間を振り返り ―― 

毎年増え続ける、医療費・介護費用（扶助費）を捻出するた

め、食費（人件費）を切り詰め、光熱水費の節約（物件費）な

どにより貯金を取崩すことなく１年間を過ごしてきました。 

また、毎月 1.4 万円の剰余金（黒字 ※実額で 10 億 1,441

万円）を出すことができました。 

しかしながら、収入のうち約 4 割が親からの援助に頼ってお

り、不安定な家計状況であることが見て取れます。 

1 年間やり繰り 

できたゾ！ 

給与収入は、年間

138 万円となり総

収入の半分以下と

なっています。 
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他の市と決算規模を比べると、  

多いの？少ないの？  

○Ａ 決算の規模は，おおよそ人口に

比例します。住む人が多くなると，

多くの税収が入るとともに，かか

る行政サービス費用も増えるため

です。よって，他市の状況との比

較を行う場合には，人口規模や産

業構造が同程度の団体と比較する

ことが必要となります。 

以下の図は県内類似団体や近隣

市と市民一人当たりに使われた歳

出決算額を比べたものです。 

 

148.9
171.3

154.1

220.0

39.0

34.3

52.4

42.0
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館山市 県内類似
団体平均

南房総市 鴨川市

0

20

40

60

80　歳出決算額　　 （億円）

　市民１人あたり （万円）

▼　普通会計歳出決算額と

　　　市民１人あたりに使われた決算額（歳出）の比較

（億円） （万円）

▼ 類似団体 

国の統計区分で、市町村を人口規模や産業構造に

より細分化して分類したものです。 

館山市と同じ分類は、県内で勝浦・鴨川・富津・

富里・南房総・いすみ・匝瑳の７団体です。 

▼ 普通会計 

 市町村ごとに会計の範囲が異なるため、総務省が

全国自治体の財政状況を比較するため定めた財政上

の区分です。館山市の普通会計は、一般会計のみと

なります。 

用語解説 

館山市は、市民１人あたりに使われた

決算額（歳出）が少なくなっています。 

なぜでしょう！？ 

次のページで分析してみました。 
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    歳入では、市税収入が最大となっているものの、地方交付税や市債（借金）

が少なくなっています。一方で、使いみち（歳出）を見てみると、人件費・物件費・投資

的経費（公共事業）などが最少となっていますが、扶助費・繰出金の社会保障関係経費へ

の使いみちが最大となっています。 

以上のことから、他団体と比較して、 

１ 借金（市債）を少なくし、公共事業（投資的経費）を抑えている 

２ 人件費や物件費などを抑制し、扶助費・繰出金などの社会保障関係への費用は手厚

く支出していることなどが考えられます。 

解 説 

歳入・歳出決算額

の主な項目を，人口

で割ることにより

市民１人当たりの

金額として表して

みました。 
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 館山市

 類似団体平均

 南房総市

 鴨川市

▼ 市 民１人当たりに使 われた歳出決算 額の比較（ 性質 別 ）

（単位：万円）
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▼ 市 民 １ 人 当 た り の 歳 入 決 算 額 の 比 較

（単位：万円）

最大

最少

南房総市・鴨川市の地方

交付税は、市町村合併によ

る特例期間のため多額と

なっています。

最少
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市債には、財源確保の目的と、将来にわたって利用される公共施設（道路・下水道・ 

教育施設など）の整備費用について、世代間の負担を調整する役割があります。 

市の借入残高（普通会計債）は、平成 15 年度末の約 200 億円をピークに年々減少し続けて

きましたが、東日本大震災後に創設された財政負担の少ない（※注①）市債の有効活用により、

学校耐震改修事業やデジタル防災行政無線整備事業などを積極的に実施したことにより、平成

24 年度末残高は、前年比 1.5 億円の増加となりました。 

一方、他団体（類似団体）と比較すると、市民 1 人当たりの残高は、館山市の方が少なくな

っていることが分かります。館山市では、近年の低迷する経済情勢の中、将来の負担をできる

だけ抑えることで、健全な財政運営が保てるよう、新たな借り入れを抑制してきたためです。 

（※注①）市債のなかには、元利償還金を地方交付税に上乗せする仕組みがあり、学校耐震改

修事業などは、借入額の 70～80％分が将来の地方交付税で措置されます。 

市の借金は、どのくらいあるの？  

 

市債残高の 

特徴と傾向 
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 普通会計債

 下水道会計事業債

 県内類似団体平均値 （普通会計債 ※ H17以降）

（単位：億円）
▼ 市債残高の推移及び県内類似団体との比較

※ 市民１人当たり残高（Ｈ２４普通会計債）

・ 館　山　市    ･･･ ３３.２万円

・ 類似団体平均 ･･･ ４２.０万円
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市の貯金は、どのくらいあるの？  

市には、特定の目的のため積立てを行う基金や定額の資金を運用するた

めの基金などがあります。基金の中でも、財政調整基金は、急激な税収の

落ち込みや災害などの不測の事態に備えるためのものです。 

館山市の財政調整基金は、平成１５年度に約 14 億円の積立額がありましたが、地方交

付税の削減などの影響により年々基金を取崩し、平成１９年度決算では、128 万円の残高

まで落ち込みました。その後「行財政改革による効果」や地方交付税の増などにより積立

てを行い、平成２４年度末では 14.4 億円まで回復しました。 

なお、県内類似団体平均の財政調整基金残高と比較すると、館山市の残高は少ないこと

が分かります。今後とも、行財政改革による歳出削減及び歳入増加を推進し、不測の事態

に即応可能な適正な基金の保有に努めていきます。 

基金残高の 

特徴と傾向 
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（0.0）

（6.1）（7.3）
（9.1）

（13.8）

（23.8）
（23.6）

（23.8）

（23.5）

（27.4）（27.7）

（27.8）（28.0）（28.2）

（28.5）

6.8
8.4

9.0

11.6

14.2

20.2

23.1
23.6

0

10

20

30

40

50

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

 その他基金

 財政調整基金　

 県内類似団体平均値 （財政調整基金 ※ H17以降）
42.3

37.3
35.3

33.9

27.7
28.7

24.8

28.0

33.8

▼ 基金残高の推移及び県内類似団体との比較
（単位：億円）

38.2

※ 市民１人当たり残高（Ｈ２４財政調整基金）

・ 館　山　市    ･･･ ２．９万円

・ 類似団体平均 ･･･ ６．０万円
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0.608 0.619 0.603

0.639
0.657

0.663
0.622

0.584 0.584 0.583

0.916 0.928 0.925
0.897

0.914 0.906
0.882

0.809 0.800 0.793

0.647
0.666

0.644
0.616

0.578 0.581 0.573

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

 館山市

 県内市平均

 県内類似団体平均（ ※Ｈ１８以降 ）

▼ 財 政 力 指 数 （ 単 年 度 ） の 推 移

 
市の財政状況を表す指標は、  

どんなものがあるの？  

○Ａ 各種財政指標は，自治体の財政状況を判断する目安です。様々な指標

がありますが，主なものをご紹介します。 

 

自治体の財政力を示す数値です。数値の高い方が財政力の強い自

治体であり、1.0 を超える自治体は、市税など標準的な収入で標準的な行政サービス経費を

全て賄える（＝地方交付税が不交付となる団体）団体です。 

（ 算定式 ＝ 基準財政収入額 ÷ 基準財政需要額 ） 

（ 館山市Ｈ24 数値：0.583 ＝ 48 億 6,820 万円 ÷ 83 億 4,386 万円 ） 

※ 基準財政収入額 ･･･ 自治体が自由に使うことのできる収入額（一般財源）のことで、市税

収入額の 75％と、譲与税（地方消費税交付金など）などの税外収入の 75％（一部 100％）

の合算額です。 

※ 基準財政需要額 ･･･ 標準的な行政活動を行うために必要な経費の金額です。人口や面積、

道路や公園、公共施設数などにより、国の基準で算定した館山市の最低限必要な経費といえ

ます。 

財 政 力 指 数 

平成２４年度に数値が

1.0 を超えた県内自治体

は、成田・市原・浦安・

袖ケ浦の４団体でした。 
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自治体の財政構造の弾力性（＝ 自治体が自由に使えるお金が多くあること）を示す指

標で、自由に使える経常的な財源（市税などの一般財源）が、経常的に支出される経費

（人件費・扶助費・公債費など）にどれだけ充てられたかを表します。  

家計に例えると、食費・医療費・ローン返済費用など固定経費の支払が、毎月の給料

に占める割合であり、数値が高いほど、家計（＝ 財政）のやり繰りが苦しいということ

になります。 

（ 算定式 ＝ 経常経費一般財源 ÷ 経常一般財源 ） 

（ 館山市 Ｈ24 数値：92.7％ ＝ 100 億 846 万円 ÷ 107 億 9,223 万円 ） 

※ 望ましいとされている比率は、70～80％と言われております。 

経 常 収 支 比 率 

市では、市税などの経常的な収入の減少に加え、扶助費などの経常的な

支出増加により、平成１７年以降年々上昇し、平成２０年度には１００％

を超過しました。 

その後、行財政改革による取組み（人件費削減・各事業の見直しによる

支出削減）や地方交付税の増加などにより、比率が下がりました。 
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 館山市

 県内市平均

 県内類似団体平均（ ※Ｈ１７以降 ）

適　　正　　範　　囲

▼ 経 常 収 支 比 率 の 推 移

（単位：％）
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平成 19 年に自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に「自治体財政健全化法」が

成立し、財政の健全化を判断する 4 つの指標が、義務付けされました。 

各指標には、国の定める基準があり、基準値を超える団体は財政健全化計画などを

作成し、その計画に沿った行政運営を行うこととなります。 

財 政 健 全 化 判 断 比 率 

※ 各種指標の平成２４年度数値は、 

速報値であり確定値ではありません。 

いずれの指標も、国の定め

た基準を大幅に下回ってお

り、県内平均値とほぼ同水準

となっています。 

（単位：％）

実 質 赤 字 比 率 － 13.23 20.0 普通会計の赤字の程度を表す指標

連結実質赤字比率 － 18.23 30.0
すべての会計を合算した市全体の赤字の程度を表す指標
（市全体の財政運営の深刻度を示す）

実 質 公 債 費 比 率 7.4 25.0 35.0
借入金の返済額などが財政に及ぼす負担を表す指標
（資金繰りの危険度を示す）

将 来 負 担 比 率 70.7 350.0 －
借入金残高や将来支払いの可能性のある負担などを，現
時点で表す指標
（将来の財政運営の危険度を示す）

※ 実質赤字比率・連結実質赤字比率は，赤字額がない（黒字）ため「－」で表示しています。

説　　明

国の定める基準
市数値

（Ｈ２４）
４ つ の 指 標 早期健全化基準

（黄信号）
財政再生基準
（赤信号）

7.47.5 7.3 7.5 7.7

9.0 8.09.810.510.9
8.9

12.7
12.0 10.9

9.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

 館山市

 県内市平均

 県内類似団体平均

財政再生基準（赤信号）

早期健全化基準（黄色信号）

▼ 実 質 公 債 費 比 率 の 推 移

（単位：％）
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▼ 将 来 負 担 比 率 の 推 移
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行財政改革とは？なぜ取組みが必要なの？  

○Ａ 現在，長引く景気低迷や高齢化社会に伴う生産人口 

の減少などにより国，地方ともに厳しい財政状況が続います。 

館山市においても，市税収入が減少し続けるなか，生活保護費をはじめ，

国民健康保険特別会計や介護保険特別会計への一般会計からの繰出金な

ど社会福祉関連経費への支出が急激に増加しており，厳しい財政運営とな

っています。 

その一方，市民の皆さまからの要望・ニーズは，ますます複雑・多様化

しており，それらの新たな市民ニーズに対しても迅速かつ的確に対応し，

市民サービスの向上に努める必要があります。 

支出が収入を上回り，基金からの繰入金（貯金の取崩し）にて財源不足

を補う財政状況では，貯金がある間は現行の行政サービスの水準を維持で

きますが，貯金が無くなったあとは，極端な市民サービスの低下や道路な

どのインフラ整備，経済活性化策などの投資的な事業も実施できなくなっ

てしまいます。 

  そのため，各事業の見直しによる支出削減や行政サービスを受け入れる

人に応分の負担を求めるなどの収入増加策などにより，財政収支の均衡

（収入に見合った支出となるような財政運営）を目指すために行財政改革

が必要なのです。 
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これまでの取組み内容とその結果は？  

財政効果額は 5 ヵ年合計で約

11 億円、累積では約 26 億円

となりました。 

 

《 歳入増加策 》 

 

・ 利用目的のない市有地の売却 

          3 億 4,734 万円 

・ 適正，公平な受益者負担とするため 

  の使用料，手数料の見直し 

 （ごみ処理手数料の改定など） 

            2,430 万円 

・ 滞納処分の強化による市税徴収率 

の向上        1,165 万円 

 

《 歳出削減策 》 

 

・ 人件費削減     5 億 4,710 万円 

  （職員数 5 ヵ年で 47 人削減） 

  （給料・各種手当の削減） 

  （特別職給与の削減）など 

           

・ 一部事務組合（安房郡市広域市町村圏 

事務組合や三芳水道企業団）に対する補 

助金などの削減   1 億  627 万円 

・ 各種団体への補助金削減 

             1,355 万円 

・ 敬老祝金の引下げや高齢者 

デイサービス事業の廃止   860 万円 

館山市行財政改革プラン （平成１７～２１年度）における主な取組結果 

現在の主な取組み状況（平成 2 2～2 4 年度決算） 

 
《 歳入増加策 》 

 

・ 市有財産の売却   5,672 万円 

 （未利用地、副市長公舎など） 

・ 公共施設使用料改定 1,687 万円 

 （コミュニティセンター・市民運動

場などの使用料単価の増額や、光

熱水費などの実費徴収など） 

・ し尿処理手数料の改定 4,500 万円 

《 歳出削減策 》 

 

・ 人件費削減    5 億 8,569 万円 

 （職員数 11 人削減） 

 （給料 3～5％削減、 

各種手当の廃止・削減）など 

・ 短期人間ドックの補助金引き下げ 

             625 万円 

・ 生活排水処理施設の休止 602 万円 

・ 市大型バスの運営方法の見直し 

              448 万円 

・ 温水プール運営方法の見直し 

              410 万円 

今後も、「各種施設の効率的運

営・統廃合・民営化」の検討

や自主財源の確保などについ

て取組んでいきます。 
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 人件費の削減が大きいけど、  

市職員数はどのくらい減らしてきたの？  

 職員数は，退職者の不補充や業務委託を推進したことなどにより，年々

減少しています。ピーク時の平成６年度と比較すると１４７名（26.9％）

の減員となっています。 

  また，県内類似団体と人口 1,000 人当りの職員数を比較すると，館山市

の職員数は非常に少なくなっていることが分かります。 

  職員数が少ないことは，人件費に係る支出が減ることとなり，扶助費な

どの他の行政サービスへ支出することが可能となります。 

一方で，職員のマンパワー不足により，きめ細かな行政サービス水準を

維持できるのかとのご意見もあるかと思います。 

市では，「最少の経費で最大の効果を挙げる」ことを目標に，今後とも

職員一体となり，住みよいまちづくりのため努力していきます。 

546
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　職員数　

　人口1,000人当たり職員数（館山市）

　人口1,000人当たり職員数（県内類似団体平均 H18以降）

（ピーク時）

▼ 市 職 員 数 の 推 移

（毎年４／１時点）
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 私たちの身近にある色々な行政サービス  

その費用は誰が負担しているの？  

　衆議院議員選挙において、

　　有権者・投票者１名にかかる費用として･･･

【 参考情報 】

　有権者数　４１,６５７人（投票者数 ２４,３７５人）

　所要経費　１,９１６万円（歳出）

　　※ 人件費・入場券作成経費・ポスター掲示場設置費用など

　経費負担　１,９１６万円（歳入）

　　※ 国からの事務委託金

所要経費　約４６０円（有権者１名当り）

　　　　　約７８６円（投票者１名当り）

経費負担　全額、国からの委託金（皆さまが国へ納めた税金）

　可燃ごみ（１袋）を処理するために･･･

【 参考情報 】

　可燃ごみ量　年／１０,９８０ｔ（※市民一人当り約222kg）

　　　　　　　　　※　ごみステーション搬出量

　処理経費　　年／４億４,５０３万円（歳出）

　　　　　　　　　※  収集・運搬経費、焼却処分経費など

　経費負担　　年／　　８,３９２万円（歳入）

　　　　　　　　　※　「ごみ指定袋」手数料

処理経費　約２８３円

経費負担　約　５３円

　　　　　　　（ごみを搬出する方からの徴収金 ※ごみ袋代）

　　　　　約２３０円（皆さまからの税金）

身近な行政サービスについて 

「どれほどの経費がかかって、その

経費は誰が負担しているのか？」 

そんな疑問を解消するため、いくつ

かの事例を紹介します。 
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　図書館で本を１冊

　　　　　　貸し出すための費用として･･･

【 参考情報 】

　貸出冊数　年／１４５，８０９点

　処理経費　年／４，３６８万円（歳出）

　　　　　　　　　図書館施設管理・資料購入費用など

所要経費　約 ３００円

経費負担　約 ３００円（皆さまからの税金）

各種証明書（住民票・戸籍謄本など）や

　　届出書類（出生・婚姻など）を１件処理

　　　　　　　　するためにかかる費用として･･･

【 参考情報 】

　証明書発行数　年／７５，７３０件

　処理経費　　　年／７，７８２万円（歳出）

　　　　　　　　　　※  人件費、事務処理経費など

　経費負担　　　年／２，８０７万円（歳入）

　　※　証明書手数料（１件／３００～７５０円）

処理経費　約１，０２８円

経費負担　約　　３７１円（必要とする方からの手数料）

　　　　　約　　６５７円（皆さまからの税金）

　コミュニティセンターの会議室・集会室などを

　　　　　１室利用するのにかかる費用として･･･

【 参考情報 】

　利用件数　年／７，５４４件　（※１日平均／約２３件）

　所要経費　年／３，２１１万円（歳出）

　　※ コミュニティセンター全ての維持管理運営費

　　　（人件費、駐車場・事務室等の施設維持経費）

　経費負担　年／　 ２１３万円（歳入）

　　※ 施設使用料（１時間／１００～６００円）

所要経費　約 ４,２５６円

経費負担　約  　２８２円（利用する方からの使用料）

　　　　　約 ３,９７４円（皆さまからの税金）



 - 26 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　学校給食にかかる１食当りの費用として･･･

【 参考情報 】

　給食数　　年／８０５，５９６食

　　　　　　（幼稚園・小学校・中学校　給食提供１８７日）

　所要経費　年／３億６,８１３万円（歳出）

　　※ 人件費、材料費、給食センター施設維持経費など

　経費負担　年／２億　 ４７５万円（歳入）※ 給食費

所要経費　約 ４５７円

経費負担　約 ２５４円（保護者の方からの給食費）

　　　　　約 ２０３円（皆さまからの税金）

　館山湾花火大会を実施する

　　　　　　　　　　　費用として･･･

【 参考情報 】

所要経費は、花火大会実行委員会の決算額に、市職員人件費を

加えたもの。

　※ 市職員以外の実行委員会人件費は、考慮していません。

所要経費　約 ２，６４３万円

経費負担　約 　　８９０万円（皆さまからの税金）

　　　　　約 １，７５３万円（法人協賛金・寄附金など）

　道路舗装を１㎡補修工事する

　　　　　　　　　　　費用として･･･

【 参考情報 】

　道路舗装補修工事　　年／３，０４７㎡（市内１０路線）

　処理経費　年／２，９８８万円（歳出）

　　　　　　　　　　　　　　　※ 工事請負費、人件費

　経費負担　年／２，１２１万円（歳入）※ 市債

処理経費　約 ９，８０６円

経費負担　約 ６，９６１円（将来の市民皆さまの負担 ※市債）

　　　　　約 ２，８４５円（皆さまからの税金）
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ＸＸＸ万円

事　業　内　容　の　説　明　文　書

事　業　費

財　源

ＸＸＸ万円

　［新規］　●●●●事業　（△△△課）

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

ＸＸＸ万円

国

県

市債

他

市

平成２４年度 主な事業と決算額   

「活力あるふるさと館山」の実現に向け 

 

事業名称と事業実施の担当部署

を記載しています。 

平成２４年度の新たな取組みは

［新規］と表記しています。 

事業実施にあたり、なんのお金をもと（財源）にして、

事業を行ったのかを表しています。 

国  → 国が負担する金額 

県  → 県が負担する金額 

市債 → 市の借金によるもの 

他  → 利用者などの負担によるもの 

市  → 市が負担（市民の税金などの一般財源） 

ここからは、館山市が平成２４年

度に行った主な事業を説明します。 

市の全事業を掲載することは出来

ないため、主な事業を抽出して掲載

しています。 

表の見方は、以下のとおりです。 
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ＸＸＸ万円 津波浸水予想地域など、防災マップの見直しを行い、市

内全世帯・事業所などへ配布し、災害時の警戒避難体制の

整備を図りました。

　部数　　：５万部

　規格等　：Ａ２版・Ｂ１版・Ａ３版

　　　　　　（カラー４色）

事　業　費

財　源

６４万円

　［新規］　防災マップ印刷製本事業　（社会安全課）

６４万円

国

県

市債

他

市

消 防 ・ 

防 災 編 

『 健康で安心して暮らすことのできる 

まちづくり 』のため 

ＸＸＸ万円 デジタル防災行政無線設備について、未整備地区中心に

１０局の新設を行うとともに、既存の防災行政無線の保守

点検及び修繕工事を行い、災害時

における情報連絡体制

の確保を図りました。

　

　設置基数　１２５基（平成２４年度末）

事　業　費

財　源

３，８９０万円

　防災行政無線整備事業　（社会安全課）

５５３万円

２，７５０万円

５８７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 安全・安心メールにより、防犯・防災・消防などの緊急

情報を市民へ提供し、安全安心な

まちづくりの推進を図りました。

　

　登録者数　１２，５８３人

　（平成２５年３月時点）

事　業　費

財　源

１０７万円

　安全安心情報配信業務委託事業　（社会安全課）

１５万円

９２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 津波危険区域内の災害時要援護者・自主防災会・消防団

などへ、屋内外で防災行政無線が受信できる防災ラジオの

無償配布を行い、また

希望する市民向けに有

償配布を行いました。

　購入台数　２，１４６台

事　業　費

財　源

１，３８６万円

　［新規］　防災ラジオ配布事業　（社会安全課）

１，００４万円

２７７万円

１０５万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 自主防災組織が行う、防災器材の購入や非常食の備蓄な

どに補助を行い、自主防災組織の充実を図りました。

　

　補助対象：川名地区自主防災会　外１５件

　補助金額

　（施設整備）限度額１００万円

　（備品購入）限度額　２０万円

事　業　費

財　源

２４５万円

　自主防災促進事業　（社会安全課）

８４万円

１６１万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 常備の広域消防体制の整備充実を図るため、安房郡市広

域市町村圏事務組合が行う

消防や救急事業についての

負担金を支出しました。

事　業　費

財　源

７億８,１６６万円

　安房郡市広域市町村圏事務組合 常備消防費負担金　（社会安全課）

７億８,１６６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 大地震発生時に来庁者や職員の生命の保護を図るととも

に、被災後の復旧活動の

拠点としての機能を確保

するため、本館事務棟耐

震改修工事を行いました。

　平成２２～２４年度

　　（３カ年事業）

事　業　費

財　源

１億５,４５２万円

　庁舎（本館事務棟）耐震改修事業　（管財契約課）

１億４,７７０万円

６８２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 老朽化した消防団ポンプ自動車の更新や消防団詰所の新

築、防火水槽の整備などを行い、消防力の充実に努めまし

た。

　・ 消防自動車購入　１台

　・ 消防団詰所新築　１カ所

　・ 防火水槽新設　　１カ所

　・ 消火栓新設　　　２カ所

事　業　費

財　源

５，８４３万円

　消防施設・機材整備事業　（社会安全課）

７０９万円

４３１万円

３，３２０万円

１，３８３万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 障害者などへ、適切な介護支援や身体機能・生活能力向

上に必要な訓練などを行い、地域生活を営むための支援を

しました。

　

※ 障害介護給付費

　　対象者　実３４３人

事　業　費

財　源

６億６,５４２万円

　障害者自立支援事業　（社会福祉課）

３億５,３１７万円

１億６,４８０万円

１億４,７４５万円

国

県

市債

他

市

福祉・医療 

子 育 て 編 

ＸＸＸ万円 老人クラブや館山市シルバー人材センターを支援するた

め、活動費や運営費を補助し、

高齢者福祉の向上

を図りました。

事　業　費

財　源

１，１２３万円

　高齢者福祉団体補助事業　（高齢者福祉課）

２１６万円

９０７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 生活困窮者に対して生活保護法を適用し、最低限度の生

活を保障する保護費の給付を行うとともに、生活指導によ

る、自立助長を図りました。

［ 生活保護適用 ］

　５２７世帯　６３９人

事　業　費

財　源

１１億１,９６９万円

　生活保護事業　（社会福祉課）

８億１,３６４万円

４,５０７万円

２億６,０９８万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 地域住民の生命と健康を守るため、安房郡市広域市町村

圏事務組合へ救急医療に関する保健衛生費を負担し、救急

医療体制の確保・充実を図りました。

〔 主な内容 〕

　病院群輪番制病院運営事業

　　土曜午後・日曜休日昼間・毎夜間

　　の病院運営事業を実施

事　業　費

財　源

４，９５５万円

　安房郡市広域市町村圏事務組合 保健衛生費負担金　（健康課）

４，９５５万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 救急医療体制の充実を図るため、二次救急医療の基幹病

院である安房地域医療

センターが行う、救急

医療の運営費へ補助を

行いました。

事　業　費

財　源

４，３０３万円

　安房地域医療センター救急医療事業運営費補助金　（健康課）

４，３０３万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 学校法人鉄蕉館による亀田医療大学建設事業について補

助を行い、全国的に不足

する看護師の養成及び

安房地域での看護師

確保を図ります。

事　業　費

財　源

４，９１２万円

　［新規］　亀田医療大学建設等事業費補助金　（健康課）

４，９１２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 乳幼児・学童・高齢者の疾病予防のため、各種予防接種

やがん検診などを実施しました。

［ 主な内容 ］

　・ 高齢者インフルエンザ

　・ 三種混合　・ 日本脳炎

　・ 子宮頸がん

　・ 各種がん検診 など

事　業　費

財　源

１億４,７７５万円

　健康診断・予防接種事業　　　　　（健康課）

１７７万円

１,７８４万円

７２９万円

１億２,０８５万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 児童が病気の治療中又は病気の回復期にあり、集団保育

及び保護者による保育が困難

な場合に、一時的に預かり、

保護者の子育てと就労等の

両立を支援しました。

［ 受入施設 ］

　亀田病児・病後児保育室 たてやま

事　業　費

財　源

８０５万円

　病児・病後児保育事業　　　　　　（こども課）

５３７万円

１０１万円

１６７万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 子育て中の親子の交流、子育て講座、育児相談、情報提

供やシニア世代との交流を行い、

子育てへの不安解消、児童虐待

防止の推進を図りました。

［ 元気な広場利用者数 ］

　平成２４年度

　　延３４，８１０人

事　業　費

財　源

１，５０１万円

　元気な広場運営事業　　　　　　（こども課）

４６７万円

１，０３４万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 中学校３年生までの保険診療に係る費用へ助成を行い、

保護者の経済的負担軽減を図るとともに、子どもの保健向

上に努めました。　 給付件数　延 ５４,５８０件

［ 保護者負担額 ］

　入院１日３００円（中学３年生まで）

　通院１回３００円（小学３年生まで）

　調剤は無料（小学３年生まで）

事　業　費

財　源

８，８０８万円

　子ども医療費支給事業　　　　　（こども課）

４，３０３万円

４，５０５万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 子育て・教育環境の充実を図るため、幼稚園・保育園を

一元化した「こども園」

の整備を行い、平成２５

年４月に２園のこども園

（船形・九重地区）

を開園しました。

事　業　費

財　源

１億１,８７０万円

　幼保一元化施設整備事業　　　　　　（こども課）

４６３万円

７，６３０万円

３，７７７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 中学校修了前までの児童を養育する保護者を対象に手当

を支給し、児童の健全な育成

や子育てに係る経済的負担を

軽減しました。

［ 児童手当額 ］

　月額 ５千円～１５千円

事　業　費

財　源

６億４,５７２万円

　児童手当給付事業　　　　　　　（こども課）

４億３,８７４万円

１億　 ３１３万円

１億　 ３８５万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 東日本大震災による市内避難者に対し、各種サービス

（民間賃貸住宅借上げによる応急仮設住宅の提供、生活支

援情報の提供、相談業務等）

を提供し、避難者の生活の

安定を図りました。

・ 市内避難世帯数：２２世帯

事　業　費

財　源

４８５万円

　東日本大震災避難者支援事業　　　（社会福祉課）

３３８万円

１４７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 市民の健康を守るとともに快適な生活環境を保全するた

め、環境汚染物質の調査・測定を実施し監視に努めまし

た。

［ 主な内容 ］

　・ 地下水水質検査（市内１１カ所）

　・ 河川水質検査　（市内３河川）

　　　　　　　　　　　　　　など

事　業　費

財　源

９３万円

　水質検査等委託事業　　　　　　（環境課）

９３万円

国

県

市債

他

市

環 境 ・ 

衛 生 編 

ＸＸＸ万円 地球温暖化対策を促進するため、住宅用太陽光発電シス

テムを設置する者に対し

補助金を交付しました。

　補助対象：設置者（個人）

　補助金額：１ｋｗ当たり２万円

                　上限８万円

　補助件数：３９件

事　業　費

財　源

２８９万円

　住宅太陽光発電システム設置費補助金　　（環境課）

２２４万円

６５万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 ごみの分別による再資源化を促進し、燃やせるごみの減

量化を図ります。

［ 再資源化対象 ］

　金属類・ガラス類・白色トレイ

　プラスチック製容器包装

　ペットボトル・古紙類など

事　業　費

財　源

１億６,２９３万円

　ごみ再資源化事業　　　　　　（環境課）

１億６,２９３万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 生活環境及び道路機能の向上を図るため、市道の改良な

どに伴う測量・調査・設計や改良・排水・舗装の整備を行

いました。

［ 主な内容 ］

　道路改良工事　　 　４路線

　道路排水整備工事 １９路線

　道路舗装補修工事 １０路線

事　業　費

財　源

１億９,０１３万円

　道路新設改良事業　　　　　　　（建設課）

３,１５６万円

１億３,０５０万円

２,８０７万円

国

県

市債

他

市

土 木 ・ 

交 通 編 

ＸＸＸ万円 安房郡市広域市町村圏事務組合が建設する新火葬場の建

設事業費の負担金を支出し、事業の推進を図りました。

［ 新火葬場概要 ］

　南房総市山名地区

　延床 ２，８５６㎡

　平成２４年１０月

　　　　　供用開始

事　業　費

財　源

６，７９６万円

　安房郡市広域市町村圏事務組合 火葬場建設事業費負担金　（環境課）

６，７９６万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 　安房郡市広域市町村圏事務組合

が実施している、ごみ処理広域化

事業の負担金を支出し、事業の

推進を図りました。

［ ごみ処理広域化事業 ］

　ごみ焼却施設の老朽化により、中間処理（ごみ焼却等）

　施設及び最終処分場の整備を行うもの。

事　業　費

財　源

１，２１１万円

　安房郡市広域市町村圏事務組合 ごみ処理広域化推進費負担金　（環境課）

１，２１１万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 安全・円滑な交通機能確保のため、橋梁の補修工事や今

後の修繕計画の策定などを行いました。

［ 主な内容 ］

・ 汐入橋橋梁補修工事

事　業　費

財　源

７，０７８万円

　橋梁整備事業　　　　　　　　　（建設課）

３，５５９万円

２，７９０万円

７２９万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 幼稚園・小・中学校施設の修繕・改修・整備を行い、幼

児・児童・生徒の学習環境の改善を図りました。

・ 幼稚園　1,014万円（館野幼 倉庫改築 外）

・ 小学校　2,622万円（神余小 校庭整備 外）

・ 中学校　1,671万円

　　（三中 　廊下改修 外）

事　業　費

財　源

５，３０７万円

　学校施設（幼稚園・小学校・中学校）修繕改修事業　　（教育総務課）

５，３０７万円

国

県

市債

他

市

教 育 編 

ＸＸＸ万円 道路ネットワークの整備や観光振興を図ることを目的と

した、（仮称）船形バイパス整備にかかる

測量業務などを行いました。

 ※ 船形バイパス

　 富浦ＩＣ付近～鏡ヶ浦通り

　 へのアクセスルート

事　業　費

財　源

１，６４５万円

　船形館山港線道路整備事業　　　（都市計画課）

１，６４５万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 　市道での交通危険箇所における

安全施設等を整備し、交通事故

の防止を図ります。

［ 主な整備内容 ］

・ 通学路道路改良工事（豊房地区）

・ 道路反射鏡　・ 防護柵など

事　業　費

財　源

１，７０６万円

　交通安全施設整備事業　（社会安全課・建設課）

１３２万円

１，５７４万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 児童の安全対策のため、学校施設の耐震改修工事を実施

しました。

　北条小学校

　　（中央棟・南棟）

事　業　費

財　源

５億６,１９７万円

　学校施設耐震改修事業　　　（教育総務課）

１億７,４８７万円

３億５,１３０万円

３,５８０万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 小中学校へ外国語指導講師を配置し、国際理解教育の推

進を図りました。

 ・ 小学校　１名派遣

 ・ 中学校　２名派遣

事　業　費

財　源

６７８万円

　国際理解教育推進事業　　　（学校教育課）

３５万円

６４３万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 「第３３回館山若潮マラソン大会」を開催し、市民の健

康体力づくりやスポーツ観光による地域経済の活性化を図

りました。

開催日：

　平成２５年１月２７日

申込数：１０，９２３人

事　業　費

財　源

３，５３９万円

　館山若潮マラソン大会事業　　（スポーツ課）

３，５３９万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 戦国大名里見氏の歴史の正確な理解を図るため、小中学

生を対象とした歴史副読本『さとみ物語』を作成し、各教

育施設へ配布しました。

 作成部数：５千部

 配布先　：市内小中学校　外

事　業　費

財　源

５３６万円

　［新規］　歴史副読本『さとみ物語』作成事業　　（生涯学習課）

５３６万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 地域農業活性化のため、都市部など地域外の人材を活用

し、農作業や地域活動に従事することにより、

農村集落の地域力の

維持・強化を図りま

した。

　平成２４年度委嘱　４名

事　業　費

財　源

１，５２８万円

　地域おこし協力隊事業　　　　（農水産課）

１，５２８万円

国

県

市債

他

市

『 経済活性化によるまちづくり 』のため 

農 水  

産 業 編 

ＸＸＸ万円 公設地方卸売市場用地（跡地：稲地区）を核とした農村

交流拠点整備についての方策検討のため、

（財）地方自治研究機構と共同調査研究

事業を行いました。

事　業　費

財　源

３７７万円

　［新規］　地域農業活性化共同調査研究事業負担金　（農水産課）

３７７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 鳥獣による農作物の被害を抑えるため、鳥獣の捕獲事業

及び防護柵の設置について支援を行い、有害鳥獣への対応

を強化しました。

［ 主な内容 ］

　・ イノシシ捕獲　７２頭

　・ わな免許取得　　９名

　・ 防護柵設置に係る補助　など

事　業　費

財　源

９５３万円

　有害鳥獣対策事業　　　　　　（農水産課）

６１６万円

３３７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 地元産の農水産物の消費拡大のため、生産者（農家・漁

協）・地元産品を販売する需要者（飲食店等）・消費者の

三者間のネットワークの

充実強化を図りました。

「ダッペエ」シールでの

 産地明示化モデル事業

事　業　費

財　源

７４６万円

　［新規］　地産地消推進事業　　（農水産課）

７４６万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 都市部などからの移住希望者に対し、相談業務などの移

住支援を行い、定住移住者の増加に努めました。

・ 移住者実績４７人

　　　　（２４世帯）

・ 相談件数１２５件

事　業　費

財　源

４１７万円

　［新規］　定住・移住促進事業　　　　（商工観光課）

４１７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 市内５漁業協同組合が実施する磯根資源（さざえ・あわ

び）の保護・繁殖のための

稚貝放流事業に対し補助を

行い、沿岸漁業の振興を図

りました。

補助率：事業費の１／２

事　業　費

財　源

２９５万円

　稚貝放流事業補助金　　　　　　　　　（農水産課）

７５万円

２２０万円

国

県

市債

他

市

商 工 ・  

観 光 編 

ＸＸＸ万円 館山市中小企業融資などの借入れを行った中小企業者に

対して、保証料及び利子の一部を補給し、

中小企業の振興を図りました。

［ 平成２４年度　主な実績 ］

・ 中小企業融資利子補給金　　１３４件

・ 中小企業融資保証料補給金　１１８件

事　業　費

財　源

６，４１０万円

　中小企業融資事業　　　　（商工観光課）

５，３００万円

１，１１０万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 漁業作業の効率化や流通機能改善を図るため、西岬漁協

による下原漁港

荷捌施設建設事

業に対する補助

を行いました。

事　業　費

財　源

１億１,２７６万円

　漁業生産基盤等整備事業補助金　　　　（農水産課）

９，６６５万円

１，６１１万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 観光客誘致のためのプロモーション活動や受入体制の強

化、着地型旅行などの推進のため

民間団体などが行う観光振興に

資する事業へ支援を行いました。

［ 主な内容 ］

 ・ 館山市観光協会への補助　1,511万円

 ・ 民間団体への補助　３団体　175万円 外

事　業　費

財　源

２，５７２万円

　観光振興事業　　　　　（商工観光課）

２００万円

２，３７２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 館山市のマスコットキャラクターを観光イベント等で活

用することにより、館山市の観光ＰＲ

と市の知名度向上

を図りました。

・ デザイン作成、

　 グッズ作成費用など

事　業　費

財　源

３５４万円

　マスコットキャラクタープロモーション事業　　（商工観光課）

７万円

３４７万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 「“渚の駅”たてやま」施設の適正な管理運営を行い、来

訪者へのサービス向上及び海辺のまちづくりの推進に努め

ました。

利用者数

　：１２７，５３１人

事　業　費

財　源

３，０５４万円

　「“渚の駅”たてやま」施設管理事業　　（みなとまちづくり課）

３２万円

３，０２２万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 来訪者が快適に観光地めぐりができるよう、公衆トイレ

の整備や観光案内表示の整備を行いました。

［ 主な内容 ］

 ・ 洲埼公衆ＷＣ建設

　　　　　２，３５３万円

 ・ 観光案内板設置事業

　　　　　１，２６０万円

事　業　費

財　源

３，６１３万円

　観光施設整備事業　　（商工観光課）

１，９４８万円

９００万円

７６５万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 県の雇用対策補助金を活用し、離職を余儀なくされた失

業者に対して、次の雇用までの短期の雇用を行い、

就業機会の創出を

図りました。

　雇用実績人数　６４名

事　業　費

財　源

９，４５６万円

　雇用創出事業　　　　　　（商工観光課　他１５課・局　２３事業）

９，４１８万円

３８万円

国

県

市債

他

市

雇 用 ・ 

経 済 対 策 編 

ＸＸＸ万円 館山海軍航空隊赤山地下壕跡、館山市立博物館（本館・

館山城）の共通観覧券を発行し、あわせて「“渚の駅”たて

やま」へ周遊する仕組みづくり

により、文化財を活用し

たまちづくりと観光振興

を推進しました。

　製作枚数：３千枚

事　業　費

財　源

３３万円

　［新規］　赤山地下壕跡・博物館共通観覧券発行事業　（生涯学習課）

３３万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 市民の住環境の充実、耐震化の推進及び経済活性化対策

としてリフォーム補助事業を行いました。

　補 助 額：対象工事費の１０％

　限 度 額：２０万円

　補助件数：１６４件

事　業　費

財　源

１，９６１万円

　［新規］　住宅リフォーム補助事業　　（都市計画課）

４５０万円

１，５１１万円

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 市内において起業する個人や法人に対し、事業を起こす

ために要する経費の一部に補助を行い、市内産業の振興を

図りました。

［ 平成２４年度　実績 ］

 ・ 開設経費補助　２件（上限５０万円）

 ・ 事務所賃借経費補助

　　　３件（上限５万円／月）

事　業　費

財　源

１２３万円

［新規］　起業支援補助金　　　　（商工観光課）

１２３万円

国

県

市債

他

市
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ＸＸＸ万円 徴収率の向上と納税者の利便性向上を図るため、市県民

税・固定資産税・都市計画税・軽自動車税・国民健康保険

税・介護保険料のコンビニエンスストア収納を導入しまし

た。

（平成２４年度実績 ※一般会計）

　　２５，７３６件

　　３億３，８２６万円

事　業　費

財　源

２３２万円

　［新規］　コンビニエンスストア収納事業　　（納税課）

２３２万円

国

県

市債

他

市

『 財政の健全化と安定 』のため 

納 税 ・ 

行財政改革 

ＸＸＸ万円 近隣市町との料金の均衡を図り、将来の環境衛生施設の

建設及び改修等にかかる資金を確保

するため、手数料の見直しを

行いました。

　歳入増額　約４，５００万円

事　業　費

財　源

－　万円

　［新規］　し尿処理手数料の見直し　　（環境課）

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 　給料及び各種手当の減額等により

約１億３,５００万円の人件費削減を

図りました。

・一般職

　　給料月額　職務の級により３～５％削減

・特別職等

　　給料月額　市長１５％　副市長・教育長１０％ 削減

事　業　費

財　源

－　万円

　人件費の削減　　（総務課）

国

県

市債

他

市

ＸＸＸ万円 健全な財政運営の確保のため、前年度決算剰余金や地方

交付税の増収分などを、市の貯金となる財政調整基金へ積

立てを行いました。

［ 財政調整基金残高 ］

　平成２３年度末　10億2,321万円

　平成２４年度末　14億4,489万円

事　業　費

財　源

４億２,１６８万円

　財政調整基金積立金　　（行革財政課）

５６万円

４億２,１１２万円

国

県

市債

他

市
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最 後 ま で 、 読 ん で い た だ き  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

市 の 決 算 状 況 や 皆 さ ま か ら の 税 金 の 使 わ れ 方 、 平 成 ２ ４ 年 度 に お

い て 市 が 実 施 し た 主 な 事 業 内 容 な ど が 、 わ か っ て い た だ け ま し た で

し ょ う か ？  

市 の 財 政 状 況 を 把 握 す る た め に は 、 様 々 な 財 政 指 標 が 数 値 化 さ れ

る 『 決 算 』 の 内 容 を 知 る こ と が 一 番 だ と 思 い ま す 。  

市 民 の 皆 さ ま が 、 市 の 財 政 状 況 に 関 心 を 持 っ て い た だ き 率 直 な 意

見 を 市 に 寄 せ て 頂 く こ と が 、 行 政 サ ー ビ ス を よ り 一 層 効 率 的 ・ 民 主

的 な も の に 変 え 、 住 民 福 祉 （ サ ー ビ ス ） の 向 上 に つ な が る と 考 え て

い ま す 。  

最 後 に 、 今 回 の 『 館 山 市 の 台 所 事 情 』 で  

“分 か り に く か っ た こ と ”“も っ と 知 り た い こ と ”  

な ど あ り ま し た ら 、 気 軽 に ご 意 見 ・ ご 質 問 を い た だ け る と 、  

次 回 以 降 の 改 善 に 役 立 ち ま す 。  

み な さ ま か ら の ご 意 見 を お 待 ち し て お り ま す 。  
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館山市マスコットキャラクター 

Ⓒ2010 studio crocodile・館山市 

 
 

本名 ダッペエ 

分類 イヌ（雑種） 

由来 房総の方言「～だっぺ！」が名前の由来。 

口癖 
「ワンワン」ではなく「ペェペェ」と吼える。 

喋る時は語尾に必ず「っぺ！」がつく。 

家系 
里見八犬伝の犬「八房（やつふさ）」の親戚の末裔（まつえ

い）の知り合いの親戚。 

性格 おおらかで適当。房州育ちであばら骨が１本足りない。 

オフィシャルホームページ⇒http://dappee.com/ 

 

館山市の台所事情 

（平成２４年度決算版） 

 

平成２５年９月作成 

館山市総務部行革財政課 

ＴＥＬ 0470-22-3291 

ＦＡＸ 0470-23-3115 

E-Mail gyouzai@city.tateyama.chiba.jp 


